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 耐震補強工事（2 年程度の予定）のため，2019 年 1
月上旬から池の水抜きが開始された．これにより 2019
年 5 月には既に水位が大幅に下がり，池底までほとん






















Cipangopaludina chinensis laeta (Martens, 1860) 
 死殻を 2 個体のみ確認した．保存状態の良好な 1 個










ei/redlist/，2019 年 8 月 13 日確認）． 
 
●カワヒバリガイ［写真 4］ 













年 8 月 13 日確認）． 
 
●イシガイ［写真 5～8］ 
Unio (Nodularia) douglasiae nipponensis v. Martens, 
1877 
 佐布里大橋より北部で多く確認した．ヌマガイに比
べると個体数は少ない．一般的なサイズは 50 mm 前
後とされるが（増田・内山，2004），本調査では 80 mm
近い個体も散見され，最大個体の殻長は 79.6 mm で
あった．殻内面に小粒の真珠を形成した個体が見つか
った［写真 7, 8］． 
 本種は全国の河川，水路，湖沼や溜池に生息し，愛
知県では絶滅危惧ⅠA 類（CR）に選定されている（愛
知 県 環 境 部 ， レ ッ ド リ ス ト あ い ち 2015 ，
http://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/yas
ei/redlist/，2019 年 8 月 13 日確認）． 
 
●ヌマガイ［写真 9, 10］ 
Anodonta lauta Martens, 1877 
 池の全域から確認でき，最も個体数が多かった．大












型の学名を A 型はヌマガイ Anodonta lauta Martens，





知 県 環 境 部 ， レ ッ ド リ ス ト あ い ち 2015 ，
http://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/yas
ei/redlist/，2019 年 8 月 13 日確認）． 
 
●タイワンシジミ［写真 11］ 






















Corbicula leana Prime, 1864 
 前種に比べて個体数はやや少ないが，池全域で散見
された．本調査では相対的に大型で殻表が黒味を帯び
るものを本種に位置づけた．殻長 40 mm 前後の個体
が多く，多くのタイワンシジミは 20～30 mm であっ








ei/redlist/，2019 年 8 月 13 日確認）． 
 
まとめ 
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写真 12．殻長 44.6 mm の大型マシジミ 
愛知県では絶滅危惧Ⅱ類に選定されている 
 
 
